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なる所謂 Lm品;nUrilber， h， k ~定義すれば費形する地球に封する起潮汐の Potential の
地球面に於ける値 TV，; は元の W~ でなく
( H7 ) 
地殻潮汐に就いて(其三)地球の剛性
H~L=(l 十k-/z)W2














間|観測者|翻問所 総線度 |肌酬|分潮|方向|D )( 
(2) E 7.07 v. Rebeur Strassburg N48:6 1892-93 1If:を NS 0.63 +7:5 
(~) 
Nikolajew E 32.
00 1893-.94 λ!l， NS 0.26 2 Kortazzi N 47.00 。
B 1 1 1894-95 M， NS 0.59 -2.4 
(4) E 7.07 4 Ehlert Strassburg N 48.06 1895-96 1If.包 NS 0.55 +12.1 
(5) E 8.06 5 Schweydar Heidelberg λT 49.04 1901-02 lI!， SE 0.69 +11.0 
NE 0.93 +28.0 
(6) E 13.00 8 Hecker Potsdam N 52.04 
1902-09 M， NS 0.43 -5.0 
EN 0.68 +0.2 
(7) 
Freib ・Br.l!..~.:~ 7 Haid lOurg L n  ・λT480 1907-08 M， NS 0.56 -18.7 
Ew 0.73 -13.7 
。、 EW 0.57 +8.7 
8 '1 DlIrlach E 8:5 1907--08 λT 48.'日 且f。 1I:C; 0.34 -17.0 
EW 0.68 -1.9 
。、 EW 0.52 +30.9 
〈曾〉 E 26.08 9 Orlo1'l" Jllrjew λ， !i8.' 4 1909 λん λ~~. 0.55 。
( 目白)
地殻潮汐に就いて(其三)地球の剛性
番強|観測者|引IJ場所 終度 分潮|方向|緯度 D ~ 
E砂F 0.65 
。
(9) E 106"0 10 Braak Batavia S 6.01 1909-10 M2 EW 0.76 
(10) E 135.07 M2 λTS 1 志 国 上賀茂 N 35.00 1910-11 O. EW 0.79 
12 schweyja; E 13.
03 
Freiberg i. Sa，. N 5O:09 1910-15 λ{2 λTS 0.54 +12.5 
E砂r 0.61 -0.8 
S2 NS 1.09 -31.1 
EW 0.67 -4.6 
O. λTS 1.32 +173.1 





Williams Bay 'Iv 42>; 1916ー 17 M， λTS 0.68 +1.3 
EW 0.69 +5.9 
S2 NS 0.72 +5.9 
EW 0.68 +5.5 
O. NS (0.58) ( +7.8) 
五W 0.70 +0.6 
(13) 
Paris W 2.
03 NS 0.62 +49 14 Eble N48.08 1920-24 li:f， EW 0.91 +19 
(14) E121.03 
15 高橋 旗順 λT 38.08 1931-32 M2 0.8 
16 Schafrerrl〈i1c5h〉t Marburg 
E 8.08 1934 λf2 NS 0.65 -6.5 λT 50.08 
EW 0.87 -8:3 
(16) 
Collmberg E 13.
00 +16 17 Lettau N 51.03 1936 M2 E砂
F 0.58 
S， EW 1.10 。。7)
PiIlnitz E 13.
09 




Berchtesgaden N 47:06 1937 λf， NS 0.53 +17.0 
E防r 0.75 -2.5 
Beuthen E 36.
06 1937 Af2 NS 0.71 +20.5 " N 50.09 
EW 0.73 +13.9 
上の表中 10.Braakの Bataviaに於ける 11.志回博士の上賀茂に於ける 15.高橋博士の
放順に於ける観測は夫k海洋項の影響を考へに入れてのDの値であるが，他はすべて観測
値と理論値との比其偉をDとしたものであるけ此等のDを見れば其の備は非常に散って居




差容は 3.6-14.6X101J c. g. Sとなる。 sp斯るDの値の差遣に封して其より求めらる h地球の
剛性は 4倍の饗化を{宇ふものである。斯る D の値の不確定は如何なる原因に依るものか
と云へば，一部は観測誤差に基くものもあるであらうが，大部分は海洋潮汐の三次的作用
の矯め，純粋の直接項が求め得られぬことに起因するものと考へられる。上表中海に極め





















約0.01秒角!r{， 記録上の時間軸は 1.8FIo~i ， 而して同日毎に記鋒紙の取換を行った。其記録
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線(東経122.09.'7)を基準とせる M2，8空， 01一時にて表はせば次の如き COS.1画教となる。
イ旦 S，W!ま夫k南並西の方向の正傾斜費化を示す。
M宮項
S. 0."00565 cos (2t-349:5)土0."00009.
W. 0."00720 cos(2t-91:7):l:0."00013 
82項
S. 0."00243 cos (2/-349:2)士0."00004
阪 0."00282cos (2/-85:9)士0."00008
0，項
S. 0."00021 cos (1-322:2):l:0."00008 
W. 0."00228 cos (1ー 96:2)士0."00006
上の内0，項のs;，ぢ向の費化は他に比し，非常に小さく，事賓理論的には緯度45。ではOと
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傾度の 2倍一つはまの傾度を俄定する。今其三者の分布欣態を示す 1/1(r)を夫kml m2 m:} 
と記枕すれば1200粁， 2900粁の深さに於ける夫k の剛性率は次の値をとる。
1200粁 IL=18X101lc.g.s (ml m2 m}，) 
2900粁 μ=39X1011 c. g.s (ml) 
60X10日 ιg.s (m2) 
29X 1011 c. g. s (mn 
新る m(r) 岨としては円以上国ては7nlつ器開=先月z~=式会と採







( 12.6 ¥ 
へて，控曲項をOとした。表中 Z(海帯)， ml(州五日~)， A(引力項)ぶ(提曲項)， S.(海





I m，(~ I S w z r cos zt sin zt cos zt sin zt 
A B A B A B A B 
日 本 海 13。 07.9 一1 +21 十17 +2 +2 -18 -14 
責 海 14 0.74 +37 +27 -2 。 。
すホ-~ lJ海 17 0.63 +28 +18 +21 +13 +49 +31 -9 -6 
東支那海 19 0.57 。 。-92 -52 。 。+17 +10 
南支那海 32 。+25 。-17 。+4 。-2 。-
:f~ 極 洋 32 。+6 。。 。+2 。。 。
太 卒 洋 0.57 -28 -16 +8 +5 +20 +11 -16 -9 17-20 19 
20-30 25 0.45 -140 -63 -10 -5 -24 -11 -92 -41 
30-40 35 。-94 。-15 。-109 。-68 。
10-60 50 。-42 。+25 。-100 。-36 。
:E -209 -35 -60 -23 -158 +32 -214 -60 




z r cos2t sin zt cos 2t sin 2t 
A B A B A B 
日 本 海 13・ 0.79 +7 +6 +1 +1 -6 -5 
昔官 海 14 。‘74 +10 +7 +9 ".， +7 +2 +1 -2 
すホ -~lJ 海 17 0.63 +5 +3 +17 +11 +18 +11 +11 +7 
東 支那海 19 0.57 +10 +6 -41 ' -23 十9 +5 
南支那海 32 。+17 。+3 。+3 。+1 。
:f~ 極 洋 32 。+3 。。 。+1 。。 。
太 卒 洋 0.57 -17 一10 +1 +1 +17 +10 -9 -5 17-20 19 
20-30 25 0.45 -57 -26 -35 -16 +23 +10 -51 -23 
80-40 35 。-31 。-24 。-36 。-45 。
40-60 50 。-9 。+2 。+29 。+4 。
~ 一70 -21 -61 -14 +57 +32 -88 -22 
S -56 -45 +61 -66 




|判的| S w z r cos t sin t cos t sin t 
A B A B A B A B 
日 本 海 130 0.79 +13 +10 -7 -6 -19 -15 +14 +11 
責 海 14 0.74 +1 +1 -8 -6 。 。+2 +1 
オホー~ ~海 17 0.63 +61 +38 +12 +8 +126 +79 -6 -4 
東 マ}支那海 19 0.57 -24 -14 -6 -3 +5 +3 +1 +1 
南支那海 32 。十22 。-44 。+8 。-8 。
北 極 洋 32 。。 O' 。 。。 。。 。
太 卒 洋 '057 -17 -10 +7 +4 +22 +13 -16 -9 17-20 19 
20-30 25 0.45 -70 -31 -12 -5 +65 +29 -89 '-40 
30-40 35 。-41 。-28・ 。+34 。-76 。
40-60 50 。-51 。-5 。+18 。+63 。
う己 -106 -6 -91 -8 +259 + 109 -115 -40 
S -59 -54 +239 -98 
















S. 0."00016 cos(21ー 175均)
W. 0，."00018cos (2/-228沿)
。
S. 0."00565 cos (2t-349.05) 





0."00007 cos (2/-193沿) S. 0."00243 cos (2/-349.'2) 
防l. 0."00009 cos (2/-287川) W 0."00282 cos (2/-85.9) 
S. 0."00007 cosヤ-209.06)。1 s. 0."00021 cos (/-322. 2) 













S. 0."00582 cos (2/-349.'6) 0."008142 cos 21 
M司
W 0."00733 cos (21ー 90氾) 0."010906 sin 2t 
S. 0."00250 cos (2/-349氾) 0."003648 cos 21 
s伺
W. 0.00291 cOs (2/.，.86.'6) 0."04887 sin 21 
S. 0."00025 cos (/-336均) 0."000609 COSI 
0， 
W. 0."00243 cos (/-99.'9) 0."003953 sinl 





















































一 一一下 J パ・ーーーーーー..._，，_--・---・
10 
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扱上に求めたるDの値は補正項である海洋項の計算に於てm(r)の形として， 1/1= 12.6 
r+3.0 
なる地球外殻に於ける形を其健中間居にまで延用した結果であるが今;比 m1(r)の代わに













































































mh m2， m~ を比較すれば
Aχ t:.D y D 




2十0.002_1.04 0.663 m} 







































いては，解析に於て各分j朝日にして，M2=29日， 82=30日， 01=25臼を採れば， M2，01は
















に於ける， Schweydarの Freibergに於ける， Michelsonの WiIliams Bayに於ける観測




λTS 0.43 _5.'0 
EW 0.68 +0.'2 M2 









































































定され且 NS方向に於ても Potsdamは Freibergに比し更に大なる作用を蒙るべき事は














































Darwin 66年(14港) 0.68 

















( 105 ) 
地主E潮汐に就いて(其三)地球のI¥'jlJ性
し、ナこ。
h=3/5Ii， 1/=5 ，，__~佐一I ~"， ，. ~ 2gph+19p: 
























なる形を採用した。上式中 PO1'0は中心に於ける密度，剛性率， s，可は或る定数 11=1二。
即地球，~伍を翠位とした中心より の距離である。 此画数を用ひて，理論的に解いた結果各
A のDに封して弐の剛性2容を得たのである。印
Schwcydar. 29，03X 101 (1-0，909d).c， g， S 〔ρ=0，827]
(lOll ) 
地殻淑汐に就いてc;!毛三)地球の陶IJt生
Hoskins 16.95X 1011 (1 ー 0 . 85rl~) c. g. S (1t=0.70k=0.28J 
Prey 16X101l (1ー 0.83r12)c. g. s • (k=0.28D=0.74コ
此等は地球中心が最大の剛性差容を有するものとして居るが，前述の如く地震波の研究より
地球の液核の存在が明らかに成って居る今日，上の仮定は此叉賓情に~pせぬものと稽すべ
きであらう。 Prey〉は叉上の液接を考慮に入れて密度は Roche型の分布印P=Po(I-sY12) 
を採用し剛性率はい=[1'Y12 (1-v12) なる画教を用ひ第一報に於ては， . 
ド=60.I011Y1Z(1ー 0.951'12)C. g. s. 
邸中心では μ=0，表面では(1.=3.IOllc.g. s. 1650粁の深さに於て最大の剛性率 15.8XIOll
e.g. S• ~得t:。又第二報に於ては
μ=γ12 (1ー 0.97r12)X1013c.g. s.α=0.41，正=0.22D=0.81] 



















今径(粁〉 6370 3470 
密度(c.g. s.) 4.27 12.04 




h= ~f!;+I~: ~~ 1 -~H3-HiEh I 
k= 三品+:ll，+州Hi+広~I
5 (1+が)(H2H.~-HiH4) J 
此鹿にHi， ~，三五，Eh は失の関係を示す。
U 一3 1 1 σ 3お5(但8一3αρ刊宮竹)一2(何64一2凶4αd包+2引Iα"，5一64仇αdめ7乃)
.lLt-一 一一-一一一一T一一一一一一一-
日 5 1十η"，3 1 5ηα2 4-7"，3+3"，7 -2(1-"，3)(1-rii)ε 
1+2/"ησr 11"¥'/0:- 1'¥ I 175-2(43+21"，"-64"，7)ε1 宮戸=τ7~~'+5石平「ぺL叩附(伊←い8←H一→1)十 4←一糾3おνιαdι7_勺一→2(←1ト一dめ州)(1ト一αdみ7
3 1 σ 「 匁 7(侭8一3αdめ宮り)宮一2(何64一2引1α"，4一43弘α"，7平 1 H.~=l一一一一一一十一! 19+"，1 '¥" ": I ~ ，~ ，\"O~ 7 ~~7， '::'~.'- 7¥ I 5 1十η"，3 1 5し は 4-7"，"十3"，7-2(1-"，3)(1ー α市」
H5=η"，oH1 
上式中 ε=e/oー 1，σ=μ/gpa:a示す。故に今 8を興ふればん止 をσの画数にて表し得，
更に l+k-h=Dを興ふれば σ，従って μを決定し得るのである。
然るに今 D=0.661と決定し得たのであるから，其を用ひ且つ，内接が地震のS波を過
さぬ事賓より液核と考へ，剛性率=0，自Do=Oと置けば上の Herglotz-J effreysの式よわ，




















外殻 有殻岡IJ性率 6.2X 10
11 c. g. s.)， 










































有数剛性率 (10]]c.g. s.) 
タト 駕宅.，其. 6.17 
地 強 13.95 

















有数剛性率 地 殻…・ー 13.95 i 
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